
 

第２回 物流・交流を考える会(オンライン開催)のご案内 

 

２０２１年３月１４日 

物流・交流を考える会 

 

 以下のとおり研究会をオンラインにて開催します。皆さまのご参加をお待ちしております。また、周囲

の皆さまに周知くださいますようお願い申し上げます。 

 

日 程 2021 年５月 8 日（土） 

形 態 オンライン開催（zoom ミーティング） 

参加費 無料 

定 員 100 名（先着順） 

プログラム 

５月 8 日（土） 

9:00～9:10   開会挨拶、連絡等  

9:10～10:10  講 義  中村由克（下仁田自然史館長）「北上産と糸魚川産透閃石岩（蛇紋岩）の特徴と識別」 

10:10～11:10 話題提供 飯塚義之（台湾中央研究院）「完全非破壊化学分析法による磨製石斧石材の研究」 

11:10～11:40 質 疑 

11:40～13:00 休憩・懇談 12 時半頃から食後のお茶でも飲みながら懇談しましょう。 

13:00～13:30 話題提供 小野章太郎（宮城県教育庁文化財課）「石材分析から見た宮城県域の縄文時代磨製石

斧および石製装身具の特徴」 

13:30～13:50 発表１ 須原 拓（岩手県文化振興財団）「盛岡市川目 A 遺跡における磨製石斧の製作」 

13:50～14:10 発表２ 高橋保雄（新潟市歴史文化課）「糸魚川市六反田南遺跡における磨製石斧製作」 

14:10～14:30 発表３ 高橋 哲（青森県埋蔵文化財センター）「青森県における円筒土器文化の磨製石斧」 

14:30～14:50 発表４ 三澤裕之「東北地方中南部地域における緑色石英製の玉類の生産と流通について」 

14:50～15:10 発表５ 八木勝枝（岩手県文化振興財団）「宿戸遺跡出土の双脚状石製品について」 

15:10～15:30 休 憩 

15:30～15:50  発表６ 加藤 学（新潟県教育庁文化行政課）「北陸地方における出現期の玦状耳飾」 

15:50～16:10 発表７ 折登亮子（青森県埋蔵文化財センター）「東北日本の続縄文系遺物と遺構」 

16:10～17:00 質疑・討論１  東北日本の磨製石斧・玉類の石材と流通 

17:00～17:30 質疑・討論２ 先史時代東北日本における物流・交流：次回研究会に向けて 

閉会 

会の終了後、有志で懇親会（オンライン）を開催します。自由参加です。 

申し込み方法 下記アドレスにメールで申し込んでください。ミーティングデータを返信します。 

問い合わせ等 沢田 敦（新潟県教育庁文化行政課 世界遺産登録推進室） 

Mail：a-sawada@mti.biglobe.ne.jp 携帯：090-9001-0488 

mailto:a-sawada@mti.biglobe.ne.jp

